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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送信された被検体からの反射波に基づく受信信号を受け、前記被検体の断層画
像データを複数の時間について逐次求める断層画像データ生成部と、
　前記受信信号を受け、前記被検体の血流情報に係る速度閾値を含む信号処理条件に基づ
く処理を前記受信信号に施して前記血流情報を求める血流情報生成部と、
　時間が互いに異なる複数の前記断層画像データを受け、受けた複数の前記断層画像デー
タの時間軸方向における変化の大きさを検出する変化検出部と、
　前記変化検出部が検出した時間軸方向における変化の大きさに基づいて前記信号処理条
件を変更する条件変更部と
　を有し、
　前記血流情報生成部は、前記条件変更部が前記信号処理条件を変更したとき、変更され
た前記信号処理条件に基づく処理を前記受信信号に施して前記血流情報を求める
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記血流情報生成部は、前記被検体における血流の速度を算出し、
　前記速度閾値は、算出された前記速度について、前記血流情報生成部が前記血流情報と
して求めるための境目の値であり、
　前記血流情報生成部は、算出した前記速度のうち、前記速度閾値以上の速度を前記血流
情報として求め、
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　前記条件変更部は、前記速度閾値を変更し、
　前記血流情報生成部は、前記条件変更部が前記速度閾値を変更したとき、変更された前
記速度閾値以上の速度を前記血流情報として求める
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記条件変更部は、前記変化検出部が検出した時間軸方向における変化の大きさが大き
いほど、前記速度閾値を高くすることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記血流情報生成部は、前記被検体における血流の分散を算出し、
　前記信号処理条件は、算出された前記分散について、前記血流情報生成部が前記血流情
報として求めるための境目の値である分散閾値を含み、
　前記血流情報生成部は、算出した前記分散のうち、前記分散閾値以上の分散を前記血流
情報として求め、
　前記条件変更部は、前記分散閾値を変更し、
　前記血流情報生成部は、前記条件変更部が前記分散閾値を変更したとき、変更された前
記分散閾値以上の分散を前記血流情報として求める
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記条件変更部は、前記変化検出部が検出した時間軸方向における変化の大きさが大き
いほど、前記分散閾値を低くすることを特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記血流情報生成部は、前記被検体における血流のパワーを算出し、
　前記信号処理条件は、算出された前記パワーについて、前記血流情報生成部が前記血流
情報として求めるための境目の値である下限パワー閾値と上限パワー閾値とを含み、
　前記血流情報生成部は、算出した前記パワーのうち、前記下限パワー閾値以上かつ前記
上限パワー閾値以下のパワーを前記血流情報として求め、
　前記条件変更部は、前記下限パワー閾値と前記上限パワー閾値とを変更し、
　前記血流情報生成部は、前記条件変更部が前記下限パワー閾値と前記上限パワー閾値と
を変更したとき、変更された前記下限パワー閾値以上かつ前記上限パワー閾値以下のパワ
ーを前記血流情報として求める
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記条件変更部は、前記変化検出部が検出した時間軸方向における変化の大きさが大き
いほど、前記下限パワー閾値を高くし、前記上限パワー閾値を低くすることを特徴とする
請求項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記信号処理条件は、周波数フィルタの周波数特性を含み、
　前記血流情報生成部は、指定された前記周波数特性に基づくフィルタ処理を前記受信信
号に施す前記周波数フィルタを有し、
　前記条件変更部は、前記信号処理条件に含まれる前記周波数特性を変更し、
　前記血流情報生成部は、前記条件変更部が前記周波数特性を変更したとき、変更された
前記周波数特性に基づく処理を前記受信信号に施して前記血流情報を求める
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　血流情報生成部は、予め記憶した基準値と前記血流情報とに基づいて、前記血流情報に
含まれるクラッタを推定し、推定したクラッタに基づいて前記周波数特性を変更するクラ
ッタ推定部を有し、
　前記条件変更部は、前記変化検出部が検出した時間軸方向における変化の大きさに基づ
いて、前記基準値を変更する
　ことを特徴とする請求項８に記載の超音波診断装置。
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【請求項１０】
　前記血流情報生成部は、前記信号処理条件に基づいて、前記受信信号が前記血流情報を
表すか否か判別する判別処理部を有し、
　前記判別処理部による判別結果に基づいて、前記血流情報を表すと判別された前記受信
信号に基づく像よりも、前記血流情報を表さないと判別された前記受信信号に基づく像を
弱く表示可能な超音波画像データを生成する画像生成部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　超音波を送信された被検体からの反射波に基づく受信信号を処理するコンピュータに、
　前記被検体の断層画像データを複数の時間について逐次求めさせ、
　前記被検体の血流情報に係る速度閾値を含む信号処理条件に基づく処理を前記受信信号
に施して前記血流情報を求めさせ、
　時間が互いに異なる複数の前記断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検
出させ、
　検出された時間軸方向における変化の大きさに基づいて前記信号処理条件を変更させた
後、変更された前記信号処理条件に基づいて前記血流情報を求めさせる
　ことを特徴とする超音波画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置及び超音波画像処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブを用いて被検体に超音波を送信してその反射波を受
信することにより、被検体の生体情報を取得する装置である。
【０００３】
　超音波診断装置には、断層画像（Ｂモード画像）とともに血流画像（ＣＦＭ画像：Ｃｏ
ｌｏｒ　Ｆｌｏｗ　Ｍａｐｐｉｎｇ画像）を一定の時間間隔毎に生成し、動画情報を生成
する装置がある。
【０００４】
　血流画像は、ドプラ信号に基づいて生成される。血流画像において、ドプラ信号に基づ
いて求められた血流情報と色情報とが対応づけられ、色情報により２次元血流像が表示さ
れる。それにより、血流は血流画像において可視化される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２４８８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ドプラ信号の中には、臓器の拍動や蠕動などの被検体組織の動きによって生じたクラッ
タが含まれる場合がある。超音波診断中において、被検体組織の動きが大きいときはドプ
ラ信号に含まれるクラッタが多く、被検体組織の動きが小さいときはドプラ信号に含まれ
るクラッタが少ない。ドプラに信号含まれたクラッタがそのまま血流画像に描出される場
合、クラッタは血流画像のうち部分的な領域に描出される。クラッタが血流画像に描出さ
れた像は血流を表す像ではないので、クラッタが描出された像は、誤診の誘因となる場合
があった。また、ドプラ信号の中には、超音波プローブの動きによって生じたモーション
アーチファクトが含まれる場合がある。超音波プローブの動きは、例えばユーザの手ぶれ
によって生じる。超音波診断中において、超音波プローブの動きが大きいときは、ドプラ
信号に含まれるモーションアーチファクトが多く、超音波プローブの動きが小さいときは
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ドプラ信号に含まれるモーションアーチファクトが少ない。ドプラ信号に含まれたモーシ
ョンアーチファクトがそのまま血流画像に描出される場合、モーションアーチファクトは
血流画像の広範な領域に描出される。このようなモーションアーチファクトの像は、断層
画像や血流を表す像をユーザが視認する上で邪魔になっていた。言い換えると、ユーザに
とってモーションアーチファクトが描出された像は目障りであった。以上のことから、超
音波診断装置について、クラッタやモーションアーチファクトを低減させる要望があった
。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、クラッタやモーションアーチファクトを低減するこ
とができる超音波診断装置及び超音波画像処理プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態の超音波診断装置は、断層画像データ生成部と、血流情報生成部と、変化検出
部と、条件変更部とを有する。断層画像データ生成部は、超音波を送信された被検体から
の反射波に基づく受信信号を受け、被検体の断層画像データを複数の時間について逐次求
める。血流情報生成部は、受信信号を受け、被検体の血流情報に係る速度閾値を含む信号
処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情報を求める。変化検出部は、時間が互い
に異なる複数の断層画像データを受け、受けた複数の断層画像データの時間軸方向におけ
る変化の大きさを検出する。条件変更部は、変化検出部が検出した時間軸方向における変
化の大きさに基づいて信号処理条件を変更する。血流情報生成部は、条件変更部が信号処
理条件を変更したとき、変更された信号処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情
報を求める。
【０００９】
　また、実施形態の超音波画像処理プログラムは、超音波を送信された被検体からの反射
波に基づく受信信号を処理するコンピュータに、被検体の断層画像データを複数の時間に
ついて逐次求めさせ、前記被検体の血流情報に係る速度閾値を含む信号処理条件に基づく
処理を受信信号に施して血流情報を求めさせ、時間が互いに異なる複数の断層画像データ
の時間軸方向における変化の大きさを検出させ、検出された時間軸方向における変化の大
きさに基づいて信号処理条件を変更させた後、変更された信号処理条件に基づいて血流情
報を求めさせる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態の超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】実施形態の超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図３】実施形態の超音波診断装置の概略を示す模式図。
【図４】実施形態の超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【図５Ａ】実施形態の超音波診断装置により生成された超音波画像。
【図５Ｂ】実施形態の超音波診断装置により生成された超音波画像に対する比較画像。
【図６】実施形態の変形例に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図７】実施形態の変形例に係る超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【図８】実施形態の変形例に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［構成］
　図１及び図２は、この実施形態の超音波診断装置１の構成を示すブロック図である。超
音波診断装置１は、超音波プローブ１０と、送信部１１と、受信部１２と、断層画像デー
タ生成部１３と、血流情報生成部１４と、変化検出部１５と、条件変更部１６と、画像生
成部１７と、表示制御部１８と、表示部１９と、システム制御部２０と、操作部２１とを
有する。
【００１２】
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（超音波プローブ１０）
　超音波プローブ１０には、複数の超音波振動子が走査方向に１列に配置された１次元ア
レイプローブ、又は、複数の超音波振動子が２次元的に配置された２次元アレイプローブ
が用いられる。また、走査方向に１列に配置された複数の超音波振動子を、走査方向に直
交する揺動方向に揺動させる機械式１次元アレイプローブを用いてもよい。超音波プロー
ブ１０は被検体に超音波を送信し、被検体からの反射波をエコー信号として受信する。
【００１３】
（送信部１１）
　送信部１１は、超音波プローブ１０に電気信号を供給して超音波を発生させる。送信部
１１は、図示しない送信遅延回路及びパルサ回路を有する。送信遅延回路は、超音波の送
信時に遅延を掛けて送信フォーカスを実施する。パルサ回路は、各超音波振動子に対応し
た経路（チャンネル）の数に応じたパルサを備え、遅延が掛けられた送信タイミングで駆
動パルスを発生し、超音波プローブ１０の各超音波振動子に供給する。
【００１４】
（受信部１２）
　受信部１２は、超音波プローブ１０が受信したエコー信号を受信する。受信部１２は、
超音波プローブ１０が受信したエコー信号を受信し、そのエコー信号に対して遅延処理を
行うことにより、アナログのエコー信号を整相された（受信ビームフォームされた）デジ
タルのデータに変換する。
【００１５】
　受信部１２は、例えば図示しないプリアンプ回路と、Ａ／Ｄ変換器と、受信遅延回路と
、加算器とを有する。プリアンプ回路は、超音波プローブ１０の各超音波振動子から出力
されるエコー信号を受信チャンネルごとに増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、増幅されたエコー
信号をデジタル信号に変換する。受信遅延回路は、デジタル信号に変換されたエコー信号
に、受信指向性を決定するために必要な遅延時間を与える。加算器は、遅延時間が与えら
れたエコー信号を整相加算する。その整相加算によって、受信指向性に応じた方向からの
反射成分が強調される。受信部１２は、加算した信号を直交検波し、断層画像データ生成
部１３と血流情報生成部１４とに受信信号として出力する。
【００１６】
（断層画像データ生成部１３）
　断層画像データ生成部１３は、超音波を送信された被検体からの反射波に基づく受信信
号を受信部１２から受け、被検体の断層画像データを複数の時間について逐次求める。換
言すると、断層画像データ生成部１３は、受信部１２から受けた受信信号に基づいて、一
定の時間間隔（フレームレート）ごとに断層画像データを求める。ある時間について求め
られた断層画像データは、求められた時間についての静止画（フレーム）に対応する。断
層画像データには、後述する、ログ圧縮部１３０からの出力、エッジ強調部１３１からの
出力、断層平滑化処理部１３２からの出力、及び断層パーシスタンス部１３３からの出力
のいずれかが含まれる。断層画像データ生成部１３は、ログ圧縮部１３０と、エッジ強調
部１３１と、断層平滑化処理部１３２と、断層パーシスタンス部１３３とを有する。ログ
圧縮部１３０は、対数変換による圧縮処理を受信信号に施し、エッジ強調部１３１と記憶
部１５０とへ出力する。エッジ強調部１３１は、ログ圧縮部１３０からの信号のエッジを
強調し、断層平滑化処理部１３２へ出力する。断層平滑化処理部１３２は、エッジ強調部
１３１からの信号に平滑化フィルタリング処理を施し、断層パーシスタンス部１３３へ出
力する。断層パーシスタンス部１３３は、断層平滑化処理部１３２から過去に受けた信号
と断層平滑化処理部１３２から新たに受けた信号とを重み付け加算する。断層パーシスタ
ンス部１３３は、重み付け加算した信号を画像生成部１７へ出力する。
【００１７】
（血流情報生成部１４）
　血流情報生成部１４は、受信信号を受信部１２から受け、指定された信号処理条件に基
づく処理を受信信号に施して被検体の血流情報を求める。血流情報生成部は、受信信号を
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受け、被検体の血流情報に係る速度閾値を含む信号処理条件に基づく処理を受信信号に施
して血流情報を求める。信号処理条件は、後述する、周波数特性、速度閾値、分散閾値、
下限パワー閾値、若しくは上限パワー閾値、又はこれらの組み合わせを含む。血流情報は
、被検体における血流の速度、分散、若しくはパワー、又はこれらの組み合わせを含む。
また、血流情報生成部１４は、一定の時間間隔ごとに血流情報を求める。ある時間につい
て求められた血流情報は、求められた時間についての静止画（フレーム）に対応する。ま
た、血流情報生成部１４は、条件変更部１６が信号処理条件を変更したとき、変更された
信号処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情報を求める。信号処理条件は、ユー
ザによって指定されてもよく、プリセットされてもよい。血流情報生成部１４は、周波数
フィルタ１４０、自己相関部１４１、算出部１４２、ブランク処理部１４３、血流平滑化
処理部１４４、及び血流パーシスタンス部１４５を有する。
【００１８】
　周波数フィルタ１４０は、指定された周波数特性に基づくフィルタ処理を受信部１２か
らの受信信号に施す。また、周波数フィルタ１４０は、条件変更部１６が周波数特性を変
更したとき、変更された周波数特性に基づくフィルタ処理を受信信号に施す。それにより
、周波数フィルタ１４０は、受信信号に含まれるクラッタを低減する。周波数特性には、
例えば、バタワース、ベッセル、及びチェビシェフのフィルタタイプ、また、各フィルタ
タイプにおける遮断周波数、通過帯域、フィルタ次数が含まれる。周波数フィルタ１４０
は、フィルタ処理を施した信号を自己相関部１４１へ出力する。
【００１９】
　自己相関部１４１は、周波数フィルタ１４０からの信号について自己相関演算を行う。
自己相関部１４１は自己相関演算を行った信号を算出部１４２へ出力する。
【００２０】
　算出部１４２は、自己相関部１４１から信号を受け、被検体における血流の速度を算出
する。算出部１４２は、算出した速度をブランク処理部１４３へ出力する。また、算出部
１４２は、被検体における血流の分散を算出する。算出部１４２は、算出した分散をブラ
ンク処理部１４３へ出力する。また、算出部１４２は、被検体における血流のパワーを算
出する。算出部１４２は、算出したパワーをブランク処理部１４３へ出力する。
【００２１】
　ブランク処理部１４３は、算出部１４２により算出された速度について、血流情報とし
て求めるための境目の値である速度閾値を記憶し、算出部１４２から受けた速度のうち速
度閾値以上の速度を血流平滑化処理部１４４へ出力する。すなわち、ブランク処理部１４
３は、算出部１４２から受けた速度のうち速度閾値未満の速度をクラッタから算出された
ものとして取り除き、そして、取り除かれなかった速度を血流平滑化処理部１４４へ出力
する。なお、ブランク処理部１４３は、条件変更部１６が速度閾値を変更したとき、変更
された速度閾値以上の速度を血流平滑化処理部１４４へ出力する。
【００２２】
　また、ブランク処理部１４３は、算出部１４２により算出された分散について、血流情
報として求めるための境目の値である分散閾値を記憶し、算出部１４２から受けた分散の
うち分散閾値以上の分散を血流平滑化処理部１４４へ出力する。すなわち、ブランク処理
部１４３は、算出部１４２から受けた分散のうち分散閾値未満の分散をクラッタから算出
されたものとして取り除き、そして、取り除かれなかった分散を血流平滑化処理部１４４
へ出力する。なお、ブランク処理部１４３は、条件変更部１６が分散閾値を変更したとき
、変更された分散閾値以上の分散を血流平滑化処理部１４４へ出力する。
【００２３】
　また、ブランク処理部１４３は、算出部１４２により算出されたパワーについて、血流
情報として求めるための境目の値である下限パワー閾値と上限パワー閾値とを記憶し、算
出部１４２から受けたパワーのうち下限パワー閾値以上かつ上限パワー以下のパワーを血
流平滑化処理部１４４へ出力する。すなわち、ブランク処理部１４３は、算出部１４２か
ら受けたパワーのうち下限パワー閾値未満のパワーと上限パワー閾値超のパワーとをクラ
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ッタから算出されたものとして取り除き、そして、取り除かれなかったパワーを血流平滑
化処理部１４４へ出力する。なお、ブランク処理部１４３は、条件変更部１６が下限パワ
ー閾値と上限パワー閾値とを変更したとき、変更された下限パワー閾値以上かつ上限パワ
ー以下のパワーを血流平滑化処理部１４４へ出力する。
【００２４】
　血流平滑化処理部１４４は、ブランク処理部１４３による出力を受け平滑化フィルタリ
ング処理を施し、血流パーシスタンス部１４５へ出力する。なお、この実施形態では、算
出部１４２による出力をブランク処理部１４３が受け、ブランク処理部１４３による出力
を血流平滑化処理部１４４が受ける構成を説明するが、算出部１４２による出力を血流平
滑化処理部１４４が受け、ブランク処理部１４３による出力を血流平滑化処理部１４４が
受ける構成でもよい。
【００２５】
　血流パーシスタンス部１４５は、血流平滑化処理部１４４から過去に受けた信号と血流
平滑化処理部１４４から新たに受けた信号とを重み付け加算する。血流パーシスタンス部
１４５は、重み付け加算した信号を画像生成部１７へ出力する。
【００２６】
（変化検出部１５）
　変化検出部１５は、時間が互いに異なる複数の断層画像データを断層画像データ生成部
１３から受け、受けた複数の断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出す
る。変化検出部１５は、最新の時間について求められた断層画像データである最新フレー
ムと、最新の時間より過去の時間について求められた断層画像データである過去フレーム
とを記憶部１５０から読み出す。変化検出部１５は、最新フレームにおける信号の振幅の
平均値である最新平均値と、過去フレームにおける信号の振幅の平均値である過去平均値
とを算出する。変化検出部１５は、最新平均値と過去平均値との差分を算出し、この差分
を断層画像データの時間軸方向における変化の大きさとして検出する。このとき、算出さ
れた差分が大きいほど、検出される変化の大きさは大きい。変化検出部１５は、検出した
変化の大きさを条件変更部１６へ出力する。なお、変化検出部１５は、記憶部１５０が過
去フレームを記憶していないとき、断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを
検出しない。
【００２７】
　ここで、断層画像データの時間軸方向における変化と被検体組織の動き及び超音波プロ
ーブ１０の動きとの関係について説明する。断層画像データの時間軸方向における変化と
は、過去フレームに描出された被検体の組織形状（画像の内容）に対する最新フレームに
描出された被検体の組織形状（画像の内容）の差異のことである。例えば、被検体組織が
動いてクラッタが発生したとき、動いた組織に相当する部分画像に差異が生じる。また、
超音波プローブ１０が動いてモーションアーチファクトが発生したとき、画像に描出され
る組織が平行移動や回転移動したように描出される。超音波診断装置１が所定のフレーム
レートで断層画像を取得しているとき、被検体組織又は超音波プローブ１０が動くと、最
新フレームに描出される被検体の組織形状と過去フレームに描出される被検体の組織形状
（画像の内容）とに差異が生じる。また、被検体組織又は超音波プローブ１０が大きく動
くほど、断層画像に描出される被検体の組織形状の変化が大きい。変化検出部１５はこの
変化の大きさを検出し、条件変更部１６へ出力する。
【００２８】
　また、変化検出部１５は、最新フレームと過去フレームとを複数の領域に分割して最新
平均値と過去平均値とを算出し、分割された領域毎に最新平均値と過去平均値との差分を
算出することによって断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出してもよ
い。
【００２９】
　また、変化検出部１５は、最新フレームと過去フレームとに指定された部分領域（関心
領域）について、最新フレームの信号の平均値と過去フレームの信号の平均値とを算出し
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、これら平均値の差分を算出して断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検
出してもよい。このとき、部分領域はユーザによって指定されてもよく、プリセットされ
てもよい。
【００３０】
　また、変化検出部１５は、相互相関解析によって最新フレームと過去フレームとの類似
度を求め、この類似度を断層画像データの時間軸方向における変化の大きさとして検出し
てもよい。このとき、求められた類似度が小さいほど、検出される変化の大きさは大きい
。
【００３１】
　なお、変化検出部１５は、最新フレームと、時間が互いに異なる複数の過去フレームと
を記憶部１５０から読み出してもよい。このとき、変化検出部１５は、３以上のフレーム
に基づいて断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出する。例えば、変化
検出部１５は、２つの時間の過去フレームから過去の断層画像データの時間軸方向におけ
る変化の大きさを求め、また、最新フレームと最新フレームの時間に最も近い時間の過去
フレームとから最新の断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを求める。そし
て変化検出部１５は、過去の断層画像データの時間軸方向における変化の大きさに重み付
けをして最新の断層画像データの時間軸方向における変化の大きさに加算又は乗算するこ
とによって断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出する。また、例えば
、変化検出部１５は、複数の過去フレームの信号を外挿し、最新のフレームと同じ時間に
ついてのフレームを予測する。この予測されたフレームを予測フレームとする。変化検出
部１５は、予測フレームと記憶部１５０から読み出した最新フレームとの差分を算出する
。変化検出部１５は、この差分に重み付けをして最新の断層画像データの時間軸方向にお
ける変化の大きさに加算又は乗算することによって断層画像データの時間軸方向における
変化の大きさを検出してもよい。
【００３２】
　また、変化検出部１５は、記憶部１５０を有する。記憶部１５０は、ログ圧縮部１３０
から受けた断層画像データを記憶する。ここで、記憶部１５０は、変化検出部１５が断層
画像データの時間軸方向における変化の大きさの検出に用いるフレーム数の断層画像デー
タを少なくとも記憶する。例えば、変化検出部１５が最新フレームと１つの過去フレーム
に基づいて断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出するとき、記憶部１
５０は最新フレームと１つの過去フレームとの２つの断層画像データを記憶する。記憶部
１５０は、変化検出部１５が断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出し
たとき、記憶していた１つの過去フレームを削除し、記憶していた最新フレームを過去フ
レームとして記憶し、新たな断層画像データを最新フレームとして記憶する。同様に、変
化検出部１５がｎ枚のフレームに基づいて断層画像データの時間軸方向における変化の大
きさを検出するとき、記憶部１５０は、最新フレームとｎ－１枚の過去フレームを記憶す
る。記憶部１５０は、変化検出部１５が断層画像データの時間軸方向における変化の大き
さを検出したとき、ｎ－１枚の過去フレームのうち最も過去の時間の過去フレームを削除
し、新たな断層画像データを最新フレームとして記憶する。また、記憶部１５０は、超音
波診断中のフリーズ動作、超音波の送信条件の変更動作が行われたとき、当該する制御信
号をシステム制御部２０から受け、記憶していた断層画像データをすべて削除してもよい
。なお、記憶部１５０は、ログ圧縮部１３０ではなく、受信部１２、エッジ強調部１３１
、断層平滑化処理部１３２、又は断層パーシスタンス部１３３による出力を受けて記憶し
てもよい。
【００３３】
（条件変更部１６）
　条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層画像データの時間軸方向における変
化の大きさに基づいて信号処理条件を変更する。例えば、条件変更部１６は、信号処理条
件のうち周波数フィルタ１４０の周波数特性を変更する。条件変更部１６は、断層画像デ
ータの時間軸方向における変化の大きさと周波数特性とを対応付けて予め記憶する。条件
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変更部１６は、変化検出部１５による断層画像データの時間軸方向における変化の大きさ
に対応付けられた周波数特性を読み出し、周波数フィルタ１４０の周波数特性を読み出し
た周波数特性に変更する。
【００３４】
　また、条件変更部１６は、例えば、信号処理条件のうち速度閾値を変更する。このとき
、条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層画像データの時間軸方向における変
化が大きいほど、速度閾値を高くする。また、条件変更部１６は、例えば、信号処理条件
のうち分散閾値を変更する。このとき、条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断
層画像データの時間軸方向における変化が大きいほど、分散閾値を低くする。また、条件
変更部１６は、例えば、信号処理条件のうち下限パワー閾値と上限パワー閾値とを変更す
る。このとき、条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層画像データの時間軸方
向における変化が大きいほど、下限パワー閾値を高くし、上限パワー閾値を低くする。例
えば、条件変更部１６は、断層画像データの時間軸方向における変化の大きさと、速度閾
値、分散閾値、下限パワー閾値、及び上限パワー閾値とを対応付けて記憶する。条件変更
部１６は、変化検出部１５から受けた断層画像データの時間軸方向における変化の大きさ
に対応付けられた速度閾値、分散閾値、下限パワー閾値、及び上限パワー閾値を読み出し
、ブランク処理部１４３へ出力することによって、ブランク処理部１４３における速度閾
値、分散閾値、下限パワー閾値、及び上限パワー閾値を変更する。図３は、条件変更部１
６が対応付けて記憶した断層画像データの時間軸方向における変化の大きさと、速度閾値
Ｖ、分散閾値Ｔ、下限パワー閾値Ｐ１、及び上限パワー閾値Ｐ２との例を示す模式図であ
る。図３において、断層画像データの時間軸方向における変化の大きさは大きさＡ、大き
さＢ、大きさＣ、大きさＤ、大きさＥの順に大きいとする。大きさＣと、速度閾値Ｖの値
である「α」、分散閾値Ｔの値である「β」、下限パワー閾値Ｐ１の値である「γ」、及
び上限パワー閾値Ｐ２の値である「δ」が対応付けられている。断層画像データの時間軸
方向における変化の他の大きさ（大きさＡ、大きさＢ、大きさＤ、大きさＥ）には、図３
にて示される係数が「α」、「β」、「γ」、及び「δ」のそれぞれに乗算した値が対応
付けられる。「α」、「β」、「γ」、及び「δ」それぞれの値は、例えば、「α＝０．
１」、「β＝０．９」、「γ＝０．８」、「δ＝０．１」などの値がユーザによって指定
されてもよく、自動的にプリセットされてもよい。
【００３５】
（画像生成部１７）
　画像生成部１７は、断層画像データ生成部１３により出力された断層画像データと血流
情報生成部１４により出力された血流情報とに基づいて超音波画像データを生成する。画
像生成部１７は、例えばＤＳＣ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：デジ
タルスキャンコンバータ）を有する。画像生成部１７は、走査線の信号列で表される断層
画像データと血流情報とを直交座標系で表される画像データに変換する（スキャンコンバ
ージョン処理）。画像生成部１７が生成した超音波画像データは、断層画像データ（Ｂモ
ード画像データ）を表す断層画像（Ｂモード画像）と血流情報（カラードプラ情報）を表
す血流画像（カラードプラ画像）とが重ねられた画像を表すデータである。画像生成部１
７は、生成した超音波画像データを表示制御部１８へ出力する。
【００３６】
（表示制御部１８）
　表示制御部１８は、超音波画像データを画像生成部１７から受け、超音波画像データに
基づく超音波画像を表示部１９に表示させる。
【００３７】
　表示部１９は、超音波画像を表示する。表示部１９は、例えば、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄ
ｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）やＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）な
どの表示デバイスで構成される。表示部１９は、必ずしも超音波診断装置１の一体として
備えられる必要はなく、一般的なインターフェイスを介して表示制御部１８によって制御
され、超音波画像を表示する構成でもよい。
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【００３８】
（システム制御部２０）
　システム制御部２０は、超音波診断装置１の各部を制御する。システム制御部２０は、
例えば、記憶装置と処理装置とを含んで構成される。記憶装置には、超音波診断装置１の
各部の機能を実行するためのコンピュータプログラムが記憶されている。処理装置は、こ
れらコンピュータプログラムを実行することで、上記機能を実現する。
【００３９】
（操作部２１）
　操作部２１は、ユーザによる操作を受けて、この操作の内容に応じた信号や情報を装置
各部に入力する。操作部２１は、例えば、キーボード、マウス、タッチパネルなどによっ
て構成される。また、操作部２１は、必ずしも超音波診断装置１の一体として備えられる
必要はなく、一般的なインターフェイスを介して信号や情報を装置各部に入力する構成で
もよい。
【００４０】
［動作］
　図４は、この実施形態の超音波診断装置１の動作を示すフローチャートである。
【００４１】
（Ｓ０１）
　断層画像データ生成部１３は、超音波を送信された被検体からの反射波に基づく受信信
号を受信部１２から受け、被検体の断層画像データを求める。このとき、ログ圧縮部１３
０は、対数変換による圧縮処理を受信信号に施し、エッジ強調部１３１と記憶部１５０と
へ出力する。エッジ強調部１３１は、ログ圧縮部１３０からの信号のエッジを強調し、断
層平滑化処理部１３２へ出力する。断層平滑化処理部１３２は、エッジ強調部１３１から
の信号に平滑化フィルタリング処理を施し、断層パーシスタンス部１３３へ出力する。断
層パーシスタンス部１３３は、断層平滑化処理部１３２から過去に受けた信号と断層平滑
化処理部１３２から新たに受けた信号とを重み付け加算する。断層パーシスタンス部１３
３は、重み付け加算した信号を画像生成部１７へ出力する。
【００４２】
（Ｓ０２）
　記憶部１５０は、ログ圧縮部１３０から受けた断層画像データを記憶する。
【００４３】
（Ｓ０３）
　記憶部１５０が、ログ圧縮部１３０から受けた最新の断層画像データ（最新フレーム）
とともに該断層画像データより過去についての断層画像データ（過去フレーム）を記憶し
ているとき（ステップＳ０３；ＹＥＳ）、ステップＳ０４へ進む。記憶部１５０が、ログ
圧縮部１３０から受けた最新の断層画像データ（最新フレーム）とともに該断層画像デー
タより過去についての断層画像データ（過去フレーム）を記憶していないとき（ステップ
Ｓ０３；ＮＯ）、ステップＳ０７へ進む。
【００４４】
（Ｓ０４）
　変化検出部１５は、最新の時間について求められた断層画像データである最新フレーム
と、最新の時間より過去の時間について求められた断層画像データである過去フレームと
を記憶部１５０から読み出す。変化検出部１５は、読み出した断層画像データに基づいて
断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出する。変化検出部１５は、検出
した変化の大きさを条件変更部１６へ出力する。
【００４５】
（Ｓ０５）
　記憶部１５０は、記憶していた過去フレームを削除し、記憶していた最新フレームを過
去フレームとして記憶する。
【００４６】
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（Ｓ０６）
　条件変更部１６は、変化検出部１５による断層画像データの時間軸方向における変化の
大きさに基づいて血流情報生成部１４の信号処理条件を変更する。信号処理条件には、周
波数フィルタ１４０の周波数特性、ブランク処理部１４３の速度閾値Ｖ、分散閾値Ｔ、若
しくは下限パワー閾値Ｐ１及び上限パワー閾値Ｐ２、又はこれらの組み合わせが含まれる
。このとき、条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層画像データの時間軸方向
における変化が大きいほど、速度閾値Ｖを高くし、分散閾値Ｔを低くし、下限パワー閾値
Ｐ１を高くし、上限パワー閾値Ｐ２を低くする。
【００４７】
（Ｓ０７）
　血流情報生成部１４は、受信信号を受信部１２から受け、信号処理条件に基づく処理を
受信信号に施して被検体の血流情報を求める。このとき、周波数フィルタ１４０は、周波
数特性に基づくフィルタ処理を受信部１２からの受信信号に施す。自己相関部１４１は、
周波数フィルタ１４０からの信号について自己相関演算を行う。算出部１４２は、被検体
における血流の速度、分散、若しくはパワー、又はこれらの組み合わせを算出する。ブラ
ンク処理部１４３は、算出部１４２から受けた速度のうち速度閾値以上の速度を血流平滑
化処理部１４４へ出力する。また、ブランク処理部１４３は、算出部１４２から受けた分
散のうち分散閾値以上の分散を血流平滑化処理部１４４へ出力する。また、ブランク処理
部１４３は、算出部１４２から受けたパワーのうち下限パワー閾値以上かつ上限パワー以
下のパワーを血流平滑化処理部１４４へ出力する。血流平滑化処理部１４４は、ブランク
処理部１４３による出力を受け平滑化フィルタリング処理を施し、血流パーシスタンス部
１４５へ出力する。血流パーシスタンス部１４５は、血流平滑化処理部１４４から過去に
受けた信号と血流平滑化処理部１４４から新たに受けた信号とを重み付け加算する。血流
パーシスタンス部１４５は、重み付け加算した信号を画像生成部１７へ出力する。
【００４８】
（Ｓ０８）
　画像生成部１７は、断層画像データ生成部１３により出力された断層画像データと血流
情報生成部１４により出力された血流情報とに基づいて超音波画像データを生成する。
【００４９】
（Ｓ０９）
　表示制御部１８は、超音波画像データを画像生成部１７から受け、超音波画像データに
基づく超音波画像を表示部１９に表示させる。
【００５０】
（Ｓ１０）
　超音波診断を続行するとき（ステップＳ１０；ＹＥＳ）、ステップＳ０１へ戻る。超音
波診断を続行しないとき（ステップＳ１０；ＮＯ）、動作を終了する。
【００５１】
［効果］
　この実施形態の超音波診断装置１の効果について説明する。
【００５２】
　実施形態の超音波診断装置１により表示された超音波画像を図５Ａに、この実施形態の
変化検出部１５と条件変更部１６との機能を停止した超音波診断装置による超音波画像を
図５Ｂに示す。説明のため、図５Ａ及び図５Ｂともに、白黒反転させている。図５Ａと図
５Ｂとにおいて、断層画像ＢＲと血流画像ＣＤとが重ねられている。図５Ｂにおいて、破
線ＢＫで囲まれた領域に描出された像はクラッタが描出された像ＣＬである。図５Ａでは
、血流画像ＣＤ内にクラッタが描出された像ＣＬが描出されず、画像の視認性が向上して
いる。
【００５３】
　実施形態の超音波診断装置１は、断層画像データ生成部１３と、血流情報生成部１４と
、変化検出部１５と、条件変更部１６とを有する。断層画像データ生成部１３は、超音波
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を送信された被検体からの反射波に基づく受信信号を受け、被検体の断層画像データを複
数の時間について逐次求める。血流情報生成部１４は、受信信号を受け、被検体の血流情
報に係る速度閾値を含む信号処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情報を求める
。変化検出部１５は、時間が互いに異なる複数の断層画像データを受け、受けた複数の断
層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出する。条件変更部１６は、変化検
出部１５が検出した時間軸方向における変化の大きさに基づいて信号処理条件を変更する
。血流情報生成部１４は、条件変更部１６が信号処理条件を変更したとき、変更された信
号処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情報を求める。このように、断層画像デ
ータの時系列的な変化を検出し、その変化の大きさに基づいて血流情報の信号処理条件を
変更する。それにより、血流情報生成部１４は、被検体組織又は超音波プローブ１０の動
きの大きさに応じた信号処理条件に基づいてクラッタやモーションアーチファクトを低減
し、血流情報を求めることができる。従って、クラッタやモーションアーチファクトを低
減することができる超音波診断装置を提供することができる。
【００５４】
〈第１の変形例〉
［構成］
　図６は、この変形例の超音波診断装置１の構成を示すブロック図である。この変形例の
超音波診断装置１は、前述の実施形態の超音波診断装置１に比べ、主に血流情報生成部１
４の構成が異なる。なお、この変形例において、前述の実施形態と同じ構成については同
一符号を付してその説明を省略し、異なる構成について主に説明する。
【００５５】
　血流情報生成部１４は、血流情報生成部１４は、周波数フィルタ１４０、自己相関部１
４１、算出部１４２、ブランク処理部１４３、血流平滑化処理部１４４、及び血流パーシ
スタンス部１４５に加え、クラッタ推定部１４６を有する。
【００５６】
　クラッタ推定部１４６は、血流情報に含まれるクラッタを推定する。換言すると、クラ
ッタ推定部１４６は、算出部１４２が算出した血流の速度、分散、及びパワーに基づいて
、周波数フィルタ１４０を通過した信号にどの程度クラッタが含まれているかを推定する
。例えば、クラッタ検出部は、血流の速度、分散、及びパワーそれぞれについて基準値を
信号処理条件として記憶し、それら基準値のそれぞれと、算出部１４２から受けた血流の
速度、分散、及びパワーについての算出値とを比較し、基準値と算出部１４２との差分が
大きいほどクラッタが多いと推定する。なお、クラッタ推定部１４６は、基準値と算出部
１４２との差分とクラッタの多さとの相関を示す表データ又は函数を記憶し、表データを
参照又は函数を用いた演算を行うことにより、クラッタの多さを推定する。例えば、クラ
ッタ推定部１４６は、推定されたクラッタが多いほど、通過帯域が狭くなるように周波数
フィルタ１４０のフィルタ特性を変更する。
【００５７】
　条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層画像データの時間軸方向における変
化の大きさを受け、受けた断層画像データの時間軸方向における変化の大きさに基づいて
クラッタ推定部１４６の信号処理条件である基準値を変更する。条件変更部１６は、断層
画像データの時間軸方向における変化が大きいほど、クラッタ推定部１４６がクラッタを
多く推定するようにクラッタ推定部１４６の基準値を変更する。
【００５８】
［動作］
　図７は、この変形例の超音波診断装置１の動作を示すフローチャートである。
【００５９】
（Ｓ２１）
　断層画像データ生成部１３は、超音波を送信された被検体からの反射波に基づく受信信
号を受信部１２から受け、被検体の断層画像データを求める。このとき、ログ圧縮部１３
０は、対数変換による圧縮処理を受信信号に施し、エッジ強調部１３１と記憶部１５０と
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へ出力する。エッジ強調部１３１は、ログ圧縮部１３０からの信号のエッジを強調し、断
層平滑化処理部１３２へ出力する。断層平滑化処理部１３２は、エッジ強調部１３１から
の信号に平滑化フィルタリング処理を施し、断層パーシスタンス部１３３へ出力する。断
層パーシスタンス部１３３は、断層平滑化処理部１３２から過去に受けた信号と断層平滑
化処理部１３２から新たに受けた信号とを重み付け加算する。断層パーシスタンス部１３
３は、重み付け加算した信号を画像生成部１７へ出力する。
【００６０】
（Ｓ２２）
　記憶部１５０は、ログ圧縮部１３０から受けた断層画像データを記憶する。
【００６１】
（Ｓ２３）
　記憶部１５０が、ログ圧縮部１３０から受けた最新の断層画像データ（最新フレーム）
とともに該断層画像データより過去についての断層画像データ（過去フレーム）を記憶し
ているとき（ステップＳ２３；ＹＥＳ）、ステップＳ２４へ進む。記憶部１５０が、ログ
圧縮部１３０から受けた最新の断層画像データ（最新フレーム）とともに該断層画像デー
タより過去についての断層画像データ（過去フレーム）を記憶していないとき（ステップ
Ｓ２３；ＮＯ）、ステップＳ２７へ進む。
【００６２】
（Ｓ２４）
　変化検出部１５は、最新の時間について求められた断層画像データである最新フレーム
と、最新の時間より過去の時間について求められた断層画像データである過去フレームと
を記憶部１５０から読み出す。変化検出部１５は、読み出した断層画像データに基づいて
断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出する。変化検出部１５は、検出
した断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを条件変更部１６へ出力する。
【００６３】
（Ｓ２５）
　記憶部１５０は、記憶していた過去フレームを削除し、記憶していた最新フレームを過
去フレームとして記憶する。
【００６４】
（Ｓ２６）
　条件変更部１６は、変化検出部１５による断層画像データの時間軸方向における変化の
大きさに基づいて血流情報生成部１４の信号処理条件を変更する。信号処理条件には、周
波数フィルタ１４０の周波数特性、ブランク処理部１４３の速度閾値、分散閾値、若しく
は下限パワー閾値及び上限パワー閾値、又はこれらの組み合わせが含まれる。このとき、
条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した変化の大きさが大きいほど、速度閾値を高
くし、分散閾値を低くし、下限パワー閾値を高くし、上限パワー閾値を低くする。また、
条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層画像データの時間軸方向における変化
の大きさを受け、受けた断層画像データの時間軸方向における変化の大きさの大きさに基
づいてクラッタ推定部１４６の信号処理条件である基準値を変更する。
【００６５】
（Ｓ２７）
　血流情報生成部１４は、受信信号を受信部１２から受け、信号処理条件に基づく処理を
受信信号に施して被検体の血流情報を求める。このとき、周波数フィルタ１４０は、周波
数特性に基づくフィルタ処理を受信部１２からの受信信号に施す。自己相関部１４１は、
周波数フィルタ１４０からの信号について自己相関演算を行う。算出部１４２は、被検体
における血流の速度、分散、若しくはパワー、又はこれらの組み合わせを算出する。ブラ
ンク処理部１４３は、算出部１４２から受けた速度のうち速度閾値以上の速度を血流平滑
化処理部１４４へ出力する。また、ブランク処理部１４３は、算出部１４２から受けた分
散のうち分散閾値以上の分散を血流平滑化処理部１４４へ出力する。また、ブランク処理
部１４３は、算出部１４２から受けたパワーのうち下限パワー閾値以上かつ上限パワー以
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下のパワーを血流平滑化処理部１４４へ出力する。血流平滑化処理部１４４は、ブランク
処理部１４３による出力を受け平滑化フィルタリング処理を施し、血流パーシスタンス部
１４５へ出力する。血流パーシスタンス部１４５は、血流平滑化処理部１４４から過去に
受けた信号と血流平滑化処理部１４４から新たに受けた信号とを重み付け加算する。血流
パーシスタンス部１４５は、重み付け加算した信号を画像生成部１７へ出力する。
【００６６】
（Ｓ２８）
　クラッタ推定部１４６は、算出部１４２が算出した血流の速度、分散、及びパワーに基
づいて、周波数フィルタ１４０を通過した信号にどの程度クラッタが含まれているかを推
定し、周波数フィルタ１４０のフィルタ特性を変更する。
【００６７】
（Ｓ２９）
　画像生成部１７は、断層画像データ生成部１３により出力された断層画像データと血流
情報生成部１４により出力された血流情報とに基づいて超音波画像データを生成する。
【００６８】
（Ｓ３０）
　表示制御部１８は、超音波画像データを画像生成部１７から受け、超音波画像データに
基づく超音波画像を表示部１９に表示させる。
【００６９】
（Ｓ３１）
　超音波診断を続行するとき（ステップＳ３１；ＹＥＳ）、ステップＳ０１へ戻る。超音
波診断を続行しないとき（ステップＳ３１；ＮＯ）、動作を終了する。
【００７０】
［効果］
　この変形例の超音波診断装置１の効果について説明する。
【００７１】
　この変形例の超音波診断装置１は、断層画像データ生成部１３と、血流情報生成部１４
と、変化検出部１５と、条件変更部１６とを有する。断層画像データ生成部１３は、超音
波を送信された被検体からの反射波に基づく受信信号を受け、被検体の断層画像データを
複数の時間について逐次求める。血流情報生成部１４は、受信信号を受け、被検体の血流
情報に係る速度閾値を含む信号処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情報を求め
る。変化検出部１５は、時間が互いに異なる複数の断層画像データを受け、受けた複数の
断層画像データの時間軸方向における変化の大きさを検出する。条件変更部１６は、変化
検出部１５が検出した時間軸方向における変化の大きさに基づいて信号処理条件を変更す
る。血流情報生成部１４は、条件変更部１６が信号処理条件を変更したとき、変更された
信号処理条件に基づく処理を受信信号に施して血流情報を求める。さらに、血流情報生成
部１４は、クラッタ推定部１４６を有する。クラッタ推定部１４６は、算出された血流の
速度、分散、及びパワーに基づいて、周波数フィルタ１４０を通過した信号にどの程度ク
ラッタが含まれているかを推定する。条件変更部１６は、変化検出部１５が検出した断層
画像データの時間軸方向における変化の大きさを受け、受けた断層画像データの時間軸方
向における変化の大きさに基づいてクラッタ推定部１４６の信号処理条件である基準値を
変更する。このように、超音波診断装置１は、周波数フィルタ１４０を通過した信号に含
まれるクラッタを推定する基準値を断層画像データの時間軸方向における変化の大きさに
対応して推定し、推定されたクラッタに基づいて周波数フィルタ１４０のフィルタ特性を
変更する。それにより、被検体組織の動きの大きさによって異なるクラッタの多さを逐次
推定し、周波数フィルタ１４０にフィードバックすることができる。従って、クラッタや
モーションアーチファクトを低減することができる超音波診断装置を提供することができ
る。
【００７２】
〈第２の変形例〉
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　この変形例の超音波診断装置１は、クラッタやモーションアーチファクトに基づく像を
、血流情報を表す像よりも弱く表示可能な超音波画像を生成する。この変形例の超音波診
断装置１は、前述の実施形態の超音波診断装置１に比べ、主に、血流情報生成部１４の構
成が異なる。なお、この変形例において、前述の実施形態と同じ構成については同一符号
を付してその説明を省略し、異なる構成について主に説明する。
【００７３】
　図８は、この変形例の血流情報生成部１４の構成を表すブロック図である。この血流情
報生成部１４は、信号処理条件に基づいて、受信信号が血流情報を表すか否か判別する。
この血流情報生成部１４は、ブランク処理部１４３に換えて、判別処理部１４７を有する
。判別処理部１４７は、算出部１４２により算出された血流情報が被検体の血流動態を表
す情報か否かを判別する。
【００７４】
　判別処理部１４７は、速度閾値を記憶する。判別処理部１４７は、算出部１４２から受
けた速度と記憶した速度閾値とを参照して、該速度が速度閾値以上の速度か、または速度
閾値未満の速度かの判別を行う。速度閾値以上と判別された速度は、被検体の血流動態を
表す情報に相当する。判別処理部１４７は、判別結果を表す付帯情報を当該速度の速度情
報に付帯して、血流平滑化処理部１４４へ出力する。このとき、判別処理部１４７は、速
度閾値未満の速度を取り除かず、速度閾値未満である判定結果を表す付帯情報を付帯して
、当該速度の速度情報を血流平滑化処理部１４４へ出力する。なお、判別処理部１４７は
、条件変更部１６が速度閾値を変更したとき、変更された速度閾値を参照して、この判別
を行う。
【００７５】
　また、判別処理部１４７は、分散閾値を記憶する。判別処理部１４７は、算出部１４２
から受けた分散と記憶した分散閾値とを参照して、該分散が分散閾値以上の分散か、また
は分散閾値未満の分散かの判別を行う。分散閾値以上と判別された分散は、被検体の血流
動態を表す情報に相当する。判別処理部１４７は、判別結果を表す付帯情報を当該分散に
付帯して、当該分散を血流平滑化処理部１４４へ出力する。このとき、判別処理部１４７
は、分散閾値未満の分散を取り除かず、分散閾値未満である判定結果を表す付帯情報を付
帯して、当該分散を血流平滑化処理部１４４へ出力する。なお、判別処理部１４７は、条
件変更部１６が分散閾値を変更したとき、変更された速度閾値を参照して、この判別を行
う。
【００７６】
　また、判別処理部１４７は、下限パワー閾値及び上限パワー閾値を記憶する。判別処理
部１４７は、算出部１４２から受けたパワーと記憶した下限パワー閾値及び上限パワー閾
値とを参照して、該パワーが下限パワー閾値以上かつ上限パワー閾値以下であるか否かを
判別する。下限パワー閾値以上かつ上限パワー閾値以下と判別されたパワーは、被検体の
血流動態を表す情報に相当する。判別処理部１４７は、判別結果を表す付帯情報を当該パ
ワーに付帯して、当該パワーを血流平滑化処理部１４４へ出力する。このとき、判別処理
部１４７は、下限パワー閾値以上かつ上限パワー閾値以下でないパワーを取り除かず、下
限パワー閾値以上かつ上限パワー閾値以下でない判定結果を表す付帯情報を付帯して、当
該パワーを血流平滑化処理部１４４へ出力する。なお、判別処理部１４７は、条件変更部
１６が下限パワー閾値及び上限パワー閾値を変更したとき、変更された下限パワー閾値及
び上限パワー閾値を参照して、この判別を行う。
【００７７】
　判別部がこのような各種判別処理を行うことにより、各種判別結果を表す付帯情報を含
む血流情報（カラードプラ情報）が画像生成部１７へ出力される。
【００７８】
　変化検出部１５は、検出した変化の大きさを条件変更部１６へ出力するとともに、画像
生成部１７へも出力する。画像生成部１７は、判別処理部１４７による判別結果に基づい
て、血流情報を表すと判別された受信信号に基づく像よりも、血流情報を表さないと判別
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された受信信号に基づく像を弱く表示可能な超音波画像データを生成する。画像生成部１
７は、断層画像データ生成部１３による断層画像データと血流情報生成部１４による血流
情報と変化検出部１５による変化の大きさとに基づいて超音波画像データを生成する。画
像生成部１７は、血流情報のうち、被検体の血流動態を表すと判別された血流情報と被検
体の血流動態を表さないと判別された血流情報とで描出態様が異なる超音波画像データを
生成する。
【００７９】
　例えば、画像生成部１７は、血流情報の付帯情報を参照して判別処理部１４７による判
別結果を特定する。画像生成部１７は、被検体の血流動態を表すと判別された血流情報を
表す画素の輝度より、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素の輝
度が小さくなるように超音波画像データを生成する。
【００８０】
　このとき、画像生成部１７は、変化検出部１５による変化の大きさが大きいほど、被検
体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素の輝度を小さくする。輝度を小
さくすることは、クラッタやモーションアーチファクトに基づく像の表示出力を弱くする
ことに相当する。例えば、画像生成部１７は、変化検出部１５による変化の大きさに応じ
て、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素の輝度を段階的に小さ
くする。なお、画像生成部１７は、変化検出部１５による変化の大きさに応じて、被検体
の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素の輝度を無段階に小さくしてもよ
い。
【００８１】
　画像生成部１７は、このように生成した超音波画像データを表示制御部１８へ出力する
。表示制御部１８は、この超音波画像データに基づく超音波画像を表示部１９に表示させ
る。それにより、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素は、変化
検出部１５による変化の大きさが大きいほど、被検体の血流動態を表すと判別された血流
情報を表す画素よりも暗い色で表示される。したがって、ユーザは、超音波画像を視認し
ながら、暗い色で表示された画素の部分をクラッタやモーションアーチファクトにより描
出された部分であると確認することができる。
【００８２】
　なお、画像生成部１７は、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画
素が透かし表示されるように、超音波画像データを生成してもよい。例えば、画像生成部
１７は、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素と、該画素と同じ
座標である断層画像データの画素とのＲＧＢ（Ｒｅｄ－Ｇｒｅｅｎ－Ｂｌｕｅ）信号を加
算する。
【００８３】
　このとき、画像生成部１７は、変化検出部１５による変化の大きさが大きいほど、被検
体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素のＲＧＢ信号の加算比率を小さ
くし、該画素と同じ座標である断層画像データの画素のＲＧＢ信号の加算比率を大きくす
る。被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素のＲＧＢ信号の加算比
率を小さくし、該画素と同じ座標である断層画像データの画素のＲＧＢ信号の加算比率を
大きくすることは、クラッタやモーションアーチファクトに基づく像の表示出力を弱くす
ることに相当する。例えば、画像生成部１７は、変化検出部１５による変化の大きさに応
じて、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素のＲＧＢ信号の加算
比率を段階的に小さくし、該画素と同じ座標である断層画像データの画素のＲＧＢ信号の
加算比率を段階的に大きくする。なお、画像生成部１７は、変化検出部１５による変化の
大きさに応じて、被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素のＲＧＢ
信号の加算比率を無段階に小さくし、該画素と同じ座標である断層画像データの画素のＲ
ＧＢ信号の加算比率を無段階に大きくしてもよい。なお、画像生成部１７は、被検体の血
流動態を表すと判別された血流情報を表す画素については、この加算を行わない。画像生
成部１７は、被検体の血流動態を表すと判別された血流情報を表す画素について、断層画
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像にからドプラ画像が重ねられるように超音波画像データを生成する。
【００８４】
　このように生成された超音波画像データに基づく超音波画像が表示されることにより、
被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素部分は、変化検出部１５に
よる変化の大きさが大きいほど、断層画像の画素のＲＧＢ信号が強い比率で表示され、カ
ラードプラ画像のＲＧＢ信号が弱い比率で表示され、カラードプラ画像が透かし表示され
る。被検体の血流動態を表さないと判別された血流情報を表す画素部分は、この透かし表
示がされず、断層画像にカラードプラ画像が重ねられて表示さる。したがって、ユーザは
、超音波画像を視認しながら、カラードプラ画像が透かし表示された画素の部分をクラッ
タやモーションアーチファクトにより描出された部分であると確認することができる。
【００８５】
　上記のいくつかの実施形態を実現するための超音波画像処理プログラムを、コンピュー
タによって読み取り可能な任意の記録媒体に記憶させることができる。この記録媒体とし
ては、たとえば、半導体メモリ、光ディスク、光磁気ディスク、磁気記憶媒体などを用い
ることが可能である。また、インターネットやＬＡＮ等のネットワークを通じてこのプロ
グラムを送受信することも可能である。
【００８６】
　この発明の実施形態を説明したが、上記の実施形態は例として提示したものであり、発
明の範囲を限定することを意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形
態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換
え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれ
るとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　　超音波診断装置
　１０　　超音波プローブ
　１１　　送信部
　１２　　受信部
　１３　　断層画像データ生成部
　１４　　血流情報生成部
　１５　　変化検出部
　１６　　条件変更部
　１７　　画像生成部
　１８　　表示制御部
　１９　　表示部
　２０　　システム制御部
　２１　　操作部
　１３０　ログ圧縮部
　１３１　エッジ強調部
　１３２　断層平滑化処理部
　１３３　断層パーシスタンス部
　１４０　周波数フィルタ
　１４１　自己相関部
　１４２　算出部
　１４３　ブランク処理部
　１４４　血流平滑化処理部
　１４５　血流パーシスタンス部
　１４６　クラッタ推定部
　１４７　判別処理部
　１５０　記憶部



(18) JP 6274517 B2 2018.2.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(19) JP 6274517 B2 2018.2.7

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６】

【図７】 【図８】



(20) JP 6274517 B2 2018.2.7

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  中屋　重光
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  佐々木　琢也
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  西原　財光
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  畔上　美緒
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  高田　優子
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社内

    審査官  宮川　哲伸

(56)参考文献  特開２００３－２５０８０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－４９５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－７５９５５（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１２／００７８１０７（ＵＳ，Ａ１）　　
              国際公開第２００６／０８８０９４（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平４－２１８１４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２５９７９０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　８／００　－　　８／１５　　　　



专利名称(译) 超声波诊断装置和超声波图像处理程序

公开(公告)号 JP6274517B2 公开(公告)日 2018-02-07

申请号 JP2014048258 申请日 2014-03-12

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 柴田千尋
今村智久
滝本雅夫
中屋重光
佐々木琢也
西原財光
畔上美緒
高田優子

发明人 柴田 千尋
今村 智久
滝本 雅夫
中屋 重光
佐々木 琢也
西原 財光
畔上 美緒
高田 優子

IPC分类号 A61B8/06

CPC分类号 A61B8/06 A61B8/14 A61B8/488 A61B8/5207 A61B8/5276 G01S7/52074 G01S15/8915 G01S15/8945 
G01S15/8981 G01S15/8988 A61B8/5223

FI分类号 A61B8/06 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/BB06 4C601/DD03 4C601/EE04 4C601/JB31 4C601/JB41 4C601/JC16 4C601/JC21 4C601
/JC23 4C601/KK19 4C601/KK24 4C601/LL38

优先权 2013049745 2013-03-12 JP

其他公开文献 JP2014198240A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

（经修改） 提供一种能够减少杂波和运动伪影的超声诊断设备和超声图像处理程序。 一种超声波诊断装置1具有的断层图像数据生
成部13中，血流信息生成单元14，变化检测部15，以及变更部16的条件。断层图像数据生成单元13在多个时间段内顺序地获得对
象的断层图像数据。血流信息生成部14，进行基于信号处理条件，包括根据受试者获得的血流信息的血流信息的速度阈值的接收信
号的处理。变化检测单元15接收具有不同时间的多个断层图像数据，并检测时间轴方向上的变化幅度。条件改变单元16基于由改变
检测单元检测到的时间轴方向的改变的大小来改变信号处理条件。血流信息生成部14中，当变更部16中的状态改变的信号处理条
件，通过执行基于在接收信号中的修改的信号处理条件的过程确定该血流信息。 点域1
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